
平成３０年度 小樽地区の巻
事務局 小樽市立朝里小学校

小樽市小学校長会は、市内１８校（昨年度末に学校

再編により３校減）の校長で組織されている。今年度

は、採用２名の新会員を迎え、４月１０日に総会を開

催し、活動方針や予算を決定するとともに、新年度の役員を選出した。

Ⅰ 本年度の活動方針

本会は、校長としての使命と責任の重要

性を自覚し、職能の向上に努めるとともに、

組織の強化と活動の充実を図ることを基盤

として、小樽市学校教育推進計画の基本理

念である「心豊かに学び、ふるさとに夢と

誇りをもち、たくましく生きる小樽の子ど

もの育成」の具現化を目指し、家庭・地域

の信頼に応えることのできる小学校教育の

推進並びに小樽市の学校教育の充実・発展

に寄与することを目指して活動している。

私たちは、長年にわたる課題を克服しつ

つ、小樽市小学校教育の充実に向けて重点

施策を中心に総力をあげて取組を進めてき

た。

課題のひとつである「組織的な学校運営

の推進」については、小学校長会として精

力的に取組を進めたことにより、校内組織

の整備等が確実に進み、校長の適切なリー

ダーシップの下、教職員が一丸となって取

り組む望ましい学校運営が各校で進められ

ている。

とりわけ、昨年度は、新学習指導要領の

移行期を控え、新学習指導要領の趣旨を踏

まえて適切な教育課程を編成するために各

方面との情報交流を積極的に行い、校長会

と後志教育局や市教委との共通認識を形成

することができた。

その結果、外国語活動の先行実施に関わ

る教育課程の編成においては、２年後を見

据えて市内の全小学校が足並みをそろえ、

今年４月から３・４年生で年間３５時間、

５・６年生で年間７０時間の外国語活動の

授業を実施することができ、大きな一歩を

踏み出すことができた。

また、市内小中学校の校長で構成する市

校長会において共通推進目標に掲げた「人

材の育成」についても、市校長会主催研修

会の開催等を通して、次世代を担うミドル

リーダーを発掘することができたととも

に、ライフステージ別による研修協議等を

通じて、ミドルリーダ－としての自覚を促

す効果も得ることができたなど、大きな成

果を上げることができた。

今年度についても、研修会の対象や時期、

方法などを整理し、これまでの成果を踏ま

えつつ、校長会として実施体制の組織化を

進めていく。

さらに、一昨年からの継続目標「公開研

究会の開催」は、各校がそれぞれの実態に

合わせた取組を進めた結果、小樽市内の各

学校では、公開研究会を開催することが当

たり前になってきており、本市における教

員一人一人の授業力向上の取組への大きな

後押しとなっている。

小樽市の学校教育は、学校再編計画の進

行途中にあり、市校長会として小中連携教

育の推進を含めた中学校長会と歩調を合わ

せた取組が更に重要となってきているとと

もに、新学習指導要領の完全実施を見据え、

後志教育局との意見交換、市教委との施策

懇談のほか、後志地区の校長会との連携も

深めていく必要があると考えている。

今後は、小学校長会の運営の在り方、中

学校長会および道小との連携等を会員の自

己評価に基づき振り返り、今後予想される



会員数の減少による組織改編後の運営をよ

りよいものにするため、活動を一層充実さ

せる方向性を見いだしていきたい。

私たちは、今年度も、ベクトルを同じく

し、一丸となって直面する教育課題の改善

に努めるとともに、新学習指導要領の完全

実施に向けた準備を精力的に進めること、

組織改編による運営業務の効率化を進める

ことなど、新たな課題に向き合い、その解

決に向けて校長の英知を結集して取り組ん

でいきたい。

Ⅱ 活動の重点

１ 活動方針

①校長の果たすべき役割を自覚し、指

導性を発揮して、信頼と秩序に基づ

く学校経営の改善・充実に努める。

②教育情勢を迅速・的確に把握し、適

切な対応を図るとともに、総力を結

集して課題解決にあたる。

③新学習指導要領に基づいた教育課程

の編成・実施とその評価・改善に努

める。

④「ふるさとの地から世界を見つめ、

新しい社会の形成に向けて挑戦する

子どもを育てる」研究活動を充実さ

せ、学校経営を推進する。

⑤組織改編により、新しい課題に対応

できる組織をつくり、教育諸条件の

整備及び充実を図る。

⑥校長自ら職能の向上に努め、研鑽に

励むとともに、教職員の資質能力の

一層の向上に努める。

⑦中学校長会及び教育関係機関との密

接な連携を図る。

２ 重点施策

①共通目標の結果の検証及び共通目標

（共通の取組）の推進

②平成３０年度全連小研究協議会北海

道大会（函館大会）に向けた研究体

制、研究内容の構築と推進

③学校再編を見通した小学校長会の運

営等についての検討と改善

④小樽市における特別支援教育の改善

・充実

⑤コミュニティ・スクールの導入に向

けた研修の推進

Ⅲ 各部の活動方針

１ 組織部

子どもが安心して日常生活を送るこ

とのできる安全な環境をつくるため、

小・中・高校及び関係諸団体などとの

連携を密にし，子どもたちの健全育成

並びに教育環境の充実や学校経営の改

善に資する業務推進に努める。

２ 研修部

全連小及び道小の教育研究大会に関

する活動や学校経営に関わる研修活動

の推進を通して、校長としての一層の

職能向上を図る。

３ 厚生部

小樽市小学校長会の方針に基づき、

学校給食及び学校保健・安全の向上を

図るとともに、会員及び教職員の福利

厚生の充実と親睦に努める。

Ⅳ 役 員

会 長 仲倉 優（花園小）

副 会 長 井村 文俊（奥沢小）

上泉 哲（山の手小）

監 査 加藤 満幸（幸小）

山本 博之（忍路中央小）

事 務 局 長 石山 慎人（朝里小）

事務局次長 木村 俊夫（長橋小）

会 計 大坂 充（手宮中央小）

組 織 部 長 谷本 慎司（銭函小）

研 修 部 長 銭谷 美毅（桜小）

厚 生 部 長 若林 晋（潮見台小）


